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茨城県沿岸におけるスズキの加入量変動について

小松　伸行燕

Recruitment Fluctuations ofJapanese Sea Bass（Lateobmr，WOnlbuS）

in Coastal Zone ofIbaraki Prefbcture

Abstract

ln this stu（1y，VL・r　‥わuI－d significanL POSitive corIlelation between abundance or jul′enile see bassin Lake Hinumu，

aIldits CPLIE orbottom trm、rlnet h coastalwaters（RU＝0，89～0．93）．This suggest thatl．ake Hinuma possess a high

potentialas nurSerY grOund・Fullher，We broughL up someinvestigative problcms to be soIved，
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はじめに

汽水湖澗沼は，茨城県氾岸に分布するスズキの0才魚に

とって重要な成育場になっており，例年春期になると多くの

スズキ稚魚が来遊することが知られている。（高瀬，1982）√

これらの稚魚は，秋期まで洞沼内で活発な摂食活動を行

って成長した後，海に降って漁業資源に加入していると

考えられている（山崎，1997，日日崎，2000）ノ　降海した後

のスズキ未成魚は，本県沿岸の浅海域から大きく移動し

ないことが指摘されているが（佐々木1990111崎，2000），

海域におけるスズキの牛態や資源状態に関する研究は少

なく，汽水域への稚魚の来遊量と降海後の漁獲量との関

係については圭だ明らかにされていないし

スズキは茨城県の栽培漁業対象魚椎として事業化に向

けた調査研究が行われいるが，近年は放流効果を把揮す

ると同時に資源状態を評価・診断し，放流事業を柔軟に

管理することが求められているこ　そこで本報告では，本

県沿岸におけるスズキの加入量変動に関する研究のひと

つとして，推定された澗沼の天然稚魚来遊尾数と漁獲量

との関係について検討するとともに，その問題点につい

て整理した．＿、

材料及び方法

渦刷こおける天然稚魚来遊尾数は，毎年春期に標識放

流される人⊥種苗の追跡劇査によって得られた推定結果（5

月に澗沼に生息していたと推定された大然魚尾数）を用いた

（茨城県，2004L資源加入量の変動を表すデータには，小

型底曳網（5t以上）による漁獲量を茨城県水産試験場の漁

業情報システムから集計した結果を用いた、対象期間は

1995年1月から2004年6月としたこ．

結　　果

（1）滴沼の稚魚来遊尾数

ふ期に澗沼に来遊した天然稚魚の推定来遊尾数は0～2

50力‘尾と年変動が極めて大きかった（図1）L＿J
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図1滴沼の天然稚魚来遊尾数

（2）小型底曳網（5t以上）による漁獲状況

1995年から2003年の漁獲量の推移を図2に示したこ、小型

底曳網（5t以L）によるスズキの漁獲は，冬期を中心に毎年

5～10tであり，スズキ漁獲量全休に占める割合は14．4％であ

った。また，地区別の漁獲割合（凶3）は，平潟39％，那珂湊28

％，大津2：i弘の3地区が多かった。なお，各地区のスズキ銘柄

区分は，平潟と久慈町が「セイゴ」と「不明」，那珂湊と大洗町

が「セイゴ」，「小ス」「中ス」「人ス」「特ス」「ィ、明」，大津が「不

明」のみである．

＊現在　茨城県霞ケ浦環境科学センタⅥ
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図2　漁獲量の推移

図3　地区別の漁獲割合

（3）加入量の変動

加入量の変動を推定するため，小型底曳網（5t以上）によ

る漁獲量が多く，「セイゴ」として小型スズキを区分している平

潟と那珂棟の2地区について，汽水域の0才魚が漁業資源

に加入する9月から翌年の6月を1漁期とした「セイゴ」漁獲

量とl Rl隻当たり漁獲量（以トセイゴCPLtと記す）を集計

し，表1に示した．＿、平潟におけるセイゴCPUEは0，15～こう．41

那珂湊におけるセイゴCPLtは0．15～1．74であった、

表1　小型底曳き網（5㌧以上）による「セイゴ」漁獲量

那 珂 湊 平 潟

S e 8 S O n 漁 線 量 （k g ） 全 隻 数 全 隻 C P t に 漁 獲 量 （k g ） 全 隻 数 全 隻 （P U 【

9 5 －9 6 6 1 7 ＿　 0 5 9　 3 1 ．（叫 1 5 6 9　　 4 4 7 1 3 ．3 3

9 6 －9 7 8 8 6 ＿　 1 5 2 0 1 ．7 0 9 6 4　　 2 4 7　 6 2 ．の

9 7 －9 8 8 ・6 1 ＿　 6 5 5 0 1 ．5 7 5 2 2 ． 6 5 2 8 0 ．9 9

9 8 －9 9 1 5 4 ＿　 0 5 2 4 0 ，2 9 1 0 0　　 2 4 0 3 0 ．2 5

9 9 －【め 6 7 ＿　 5 4 6 0 0 ． 1 5 4 6　　 6 3 1 3 0 ．1 5

【船 一0 1 8 3 ＿　 6 3 8　 4 0 ．2 2 1 9 0　 9 4 7 4 0 ．4 0

0 1 －0 2 1 0 4　　 2 2 8 1 0 ．3 7 3 5 4 ＿　 6 2 1 7 1 ．6 3

0 2 －0 3 5 3 6　　 3 3 0 9 1 ．7 4 1 2 1 8 ． 2 3 5 7 3 ．4 1

0 3 －0 4 3 1 7　　 8 2 5 6 1 ，2 4 5 4 7　　 2 2 6 1 2 ．1 0

（4）潤沼の天然稚魚来遊尾数（単年）とセイゴCPUE

洞沼の稚魚大然来遊尾数とそれが降海した直後の漁期

におけるセイゴCPL‾臼の関係を図4，図5に示した。その繕
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図4　天然稚魚来遊尾数と平潟CPUE
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図5　天然稚魚来遊尾数と那珂湊CPUE

果，平涯与ではある程度の相関が認められたが（H■＝0．5464），

那珂湊ではほとんど相関が認められなかった（1ぐ＝0．08：i5）。

（5）澗沼の天然稚魚来遊尾数（複数年）とセイゴCPUE

市場調査により銘柄「セイゴ」として取り扱われた一部のス

ズキ漁獲物の年齢を調べた結果，「セイゴ」には複数の隼紋

が含まれいた。すなわち，平潟の「セイゴ」には漁期直前の

烏に来遊した年級とその1年前に来遊した年級の2／）の年級

が含まれており，那珂湊の「セイゴ」には漁期直前から2年前

までの3つの年級が含まれていた．。そこで，平潟ではセイゴC

PUEと漁期前2ケ年分の大然稚魚来遊尾数の合計値との関

係を，那珂湊ではセイゴCPL11二と漁期前3ケ年分の天然稚魚

来遊尾数の合計値との関係を調べた（図6．医け）「その結

果，両地区とも銘柄「セイゴ」を構成する数年間の天然稚魚

来遊尾数の合計値が高いほどセイゴ（＿二PLILが高くなる傾向が

認められた（平潟拍‾＝0．9315，那珂湊1く■＝0．8896）〔
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図6　天然稚魚来遊尾数（2ヶ年）と平潟CPUE
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図7　天然稚魚来遊尾数（3ヶ年）と那珂湊CPUE

考　　察

底曳網漁業は対象魚種に応じて水深等を変えて操業を

行っており，スズキは比較的浅い海域で混獲されている魚種

であるため，そのCPL王と資源量を直接結びつけて扱うには

注意が必要である．－しかし，小型底曳網（5t以上）について

近年の対象魚種や漁場に大きな変化がなかったとすれば，

スズキ小巧■！魚の〔1l〕Ltの変化は資源加入量の変動を表して

いると考えられる∴今回の結果から，澗沼の天然稚魚来遊尾

数が多いほどその後1～2年のセイゴ（‾二日七が高くなる傾向

が認められたノしたがって，澗沼の天然稚魚来遊尾数の年

変動が那珂川・利根川の河口や他県も含めた本県周辺の汽

水域全体における天然発牛量の変動を反映しているか，ま

たは本県i■告岸で漁獲される小型スズキが洞沼・那珂川由来

の資源を中心に構成されている可能性が考えられる亡

本報告に上り，i■剛百の天然稚魚来遊尾数が本県沿岸のス

ズキ資源加入量変動の指標となる可能性が示唆されたが，

これを結論／うけるには，圭だ多くの問題点が残されている。

以仁に今後の研究課題について列記しておく二

王・潤沼の天然稚魚来遊尾数の推定結果が妥当であるか

検討が必要である√これまでの標識放流は放流技術開発車

業のなかで某施されたため，年により放流場所やサイズが一一一

定ではない．＿、今後は放流時期や場所を統一するなど，より精

度の高い天然稚魚来遊尾数のモニタリングが行える放流体

制にすべきである′

・芝・各地区の銘柄「セイゴ」の年齢組成が毎年異なることを

考慮すれば，大然稚魚来遊尾数は複数年の単純な合計値

ではなく，年齢組成に応じた重みづけが必要である√今後は

詳細な市場調査により当J‾魚のみの漁獲量を分離して推定

し，単隼の天然稚魚来遊尾数との相関を検討する．二、

・富放流魚の資源加入を無視している、放流資源が大然資

源より卜分に′卜さければ問題ないが，過去の市場調査にお

ける放流魚の混獲率は比較的高く，無視できるほど小さいと

は言えない＿詳細な市場調査により天然魚と放流魚の漁獲

竜の分離も必要である．＿

①渦沼以外の水域における天然稚魚来遊尾数を把握す

る必要がある．＿、本県では澗沼の他に那珂川や利根川の感潮

域等も大然稚魚の成育場となっているが（茨城県，2004），渦

沼と他の水域の天然稚魚来遊状況の違いは明らかにされて

いないこ．天然稚魚の来遊には海域における発生量と初期生

残及び仔魚を河日付近に輸送する物，印的環境などが影響

している√さらに，スズキ稚魚の最終的な河川遡上には稚魚

自身の環境選択性と感潮域の水理特仕が作用する（田中・

松宮，1982）し、このため∴可川ごとの来遊状況はかなり異なる

可能性があるし水城ごとの天然稚魚来遊状況を比較すること

は，本県潰岸における資源加入竜の変軌要匪卜を考察するう

えで重要である＿

要　　約

（1）1995年111から200坤‡6月の漁獲データと推定された潤

沼の大然稚魚来遊尾数から，本県i■肯岸海域における資

源加入量変動について検討したL＿

（2）′卜型底曳網（5t以上）によるトヒイゴ」1日1隻当たり漁獲量

は，掴沼の天然稚魚来遊尾数が多いほど高くなる傾向が

認められた√

（3）今後，放流体制の見直しと詳細な市場調査を実施し，稚

魚の来遊量と降Y毎後の漁獲量の関係について巾検討す

る必要がある丁．
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